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観察された。さらに，抗 Rhizopus oryzae 抗体，抗
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ール寒天培地，サブロー・デキストロース寒天培地で真
菌分離を試みたが陰性であった。
診断と討論：免疫組織学的検査に使用した抗 Rhizopus
oryzae抗体が，ムーコル科真菌種のみでなく広く接合菌
類に反応すると考えられたことから，組織診断名は，肝
臓における接合菌による塊状壊死とされた。疾病診断名
は，深在性接合菌症とされた。
8. 子豚の顕著な絨毛の萎縮と軽度なカタル性空腸炎
提出者：山下信雄（佐賀県）
病　歴：豚，LWD，9日齢，雌。母豚70頭，雄6頭，
子豚300頭，肥育豚400頭を飼養する一貫経営農家におい
て，2000年3月28日から生後2日の同腹11頭の子豚うち3
頭に白色～淡黄色の下痢症状がみられたため抗生剤を投
与したが，発症後7日で斃死した。提出症例は，残った
同腹の子豚から2頭を鑑定殺したうちの1頭である。
剖検所見：削痩，空回腸の菲薄化がみられたが，その
他の臓器に著変は認められなかった。
組織所見：空腸（提出標本）・回腸において絨毛の癒
合と短縮ならびに粘膜上皮細胞遠位端の好中球浸潤を伴
った軽度の変性，脱落および粘膜固有層の血管，リンパ
管の拡張と軽度な好中球の浸潤を認めた（写真8）。抗豚
流行性下痢（PED）ウイルス抗体を用いて免疫組織化学
的検査を実施したが陰性であった。腸間膜リンパ節では
ヘモジデリン沈着が認められた。脳脊髄，末梢神経，主
要臓器，扁桃，膀胱等に著変は認められなかった。
病原検索：豚コレラ，伝染性胃腸炎およびロタウイル
スについて凍結切片標本による蛍光抗体法を実施したと
ころ，いずれも陰性であった。空腸内から大腸菌が有意
に分離されたが病原因子の特定には至らなかった。
診断と討議：組織診断名は顕著な絨毛の萎縮と軽度な
カタル性空腸炎とされた。病変からウイルス感染が疑わ
れたが，病原体が特定できず疾病診断はできなかった。
9. 豚における軽度の好酸球浸潤を伴う大脳皮質壊死
提出者：有田章一（宮崎県）
病　歴：豚，LW，50日齢，去勢。母豚55頭規模の繁
殖経営農家で，2000年5月，50日齢前後の子豚を新設の
簡易式ハウス豚舎に移動した。その後，1豚房の移動子
豚に限ってけいれん（細かく震える），犬座姿勢（後ず
さり行動），旋回運動，流涎，発熱（40～42℃），食欲
不振の症状がみられた。翌日，農場に立ち入り，3頭の
病性鑑定を実施した。稟告によると，新設豚舎への給水
が一時中断し，また飲水になれていない子豚もいたとの
ことであった。
豚コレラ，オーエスキー病（AD）ワクチンは未接種
であった。
剖検所見：3例ともに脳および主要臓器著変なし。
組織所見：3例ともに大脳の髄膜に軽度の水腫，好酸
球浸潤があり，大脳皮質外顆粒層から外錐体層の一部で
層状に神経網の粗鬆化，海綿状化と大型神経細胞のいわ
ゆる乏血性変化が認められた。また同部位に分布する小
血管には壁の水腫と好酸球浸潤が軽度に認められ（写真
9），血管内皮細胞は著しく膨化していた。これらの病変
は，大脳皮質に限局し，髄質および脳室周囲には著変が
写真８ 顕著な絨毛の萎縮と軽度なカタル性空腸
炎：腸絨毛の萎縮と軽度の炎症性細胞浸
潤。HE染色。Bar = 100μm。
写真９ 豚における軽度の好酸球浸潤を伴う大脳皮
質壊死：血管周囲腔に浸潤した好酸球（矢
頭）および神経網の疎鬆化と大型神経細胞
のいわゆる乏血性変化。HE染色。Bar =
50μm。
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認められなかった。なお，三叉神経節，中脳，小脳，
橋，主要臓器には著変は認められなかった。
病原検索：扁桃を用いた蛍光抗体法で豚コレラ，AD
陰性。血清を用いたADラテックス凝集反応は，同居豚
含む6頭で陰性であった。脳乳材を用いたウイルス分離
は陰性，脳および主要臓器の細菌検査では有意菌は分離
されなかった。
診断と討議：組織診断は軽度の好酸球浸潤を伴う大脳
皮質壊死とされた。豚の食塩中毒でみられる典型的な好
酸球性脳炎と比べて，本症例は病変の程度が著しく軽度
であるが，臨床経過および発生形態から飲水の不足が疑
われる状況にあり，2次的な食塩中毒と推察された。ま
た，疾病診断は豚の大脳皮質壊死（食塩中毒を疑う）と
された。
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